
 

 

 

 

 

 

 

天国と永遠の命  
 

協力司祭 ホセ・ルイス・ロレンゾ 

初めてのパソコンを名古屋のお店で買ったのを覚えています。使い方を覚えるのに苦労しまし

たが、やっと操作ができるようになった時はとても嬉しかったです。それよりも、最初にパソコ

ンを買うためのお金を出してくれた親切な人のことを思い出します。そのお金がなければ、私は

パソコンを買うことはできなかったでしょう。パソコンがなければ、パソコンの使い方を学ぶこ

ともできなかったでしょう。他のパソコンで学ぶことはできても、自分のパソコンではないの

で、思うように徹底したものにはならなかったでしょう。だから結局、パソコンが使えるように

なったことで感じた幸せは、そもそもパソコンを買うために相手からもらったプレゼントに直結

していたのです。 

なぜこのことを思い出したかというと、天国と永遠の命についてのことをお話ししたいと思っ

たからです。天国に行って永遠の命を得ることが善行の報酬なのか、それとも神からの贈り物な

のかという議論が常にあります。私たちが良い行いをすることには確かにメリットがあるので、

両方ともそうだと主張することができます。しかし、地上で行った善行のためだけに天国に行け

ると言うのは、イエスが十字架上で私たちのために行ってくださった大きな犠牲を否定すること

になります。もし私たちが善行をしたからといって天国に行けるとしたら、イエス様が人となっ

て私たちのために命を捧げてくださった理由は何もなかったでしょう。救いの歴史について、教

会が人間は罪から自分を救うことができないので、イエス様が天から降ってきて、十字架で死な

れ、三日目に復活されたことを教えています。実際のところ、私たちは、イエス・キリストが十

字架上で勝利されたからこそ、利己的で悪を行う誘惑に打ち勝つことができるようになったので

す。イエス様の死と復活によって、罪と永遠の死は克服されました。 

贈り物として与えられたお金の話に戻りますが、もしそのお金を使ってパソコンを買わなければ、

パソコンの使い方を知る喜びを得ることはできませんでした。同じように、イエスは私たちに救い

と永遠の命を与えてくださいました。しかし、すべての贈り物と同じように、それを受け取り、使

うのは私たち次第です。永遠の命は天国に入った時に始まるのではありません。私たちがこの世で

受胎した日から始まるのです。天国が私たちは死んだときに行く場所ではないのと同じように、私

たちの地上での生活は、すでにその天国の一部となることができます。私たちはただイエスを心の

中に招き入れ、聖霊のたまものを通してイエスが与えてくださる恵みを利用することはよいので

す。天と永遠の命はこの地球から始まるのです。 

四旬節を過ごす中で、私たちは、イエス・キリストが人となり、すべての人のための身代りとし

てご自分の命をお与えになったことで示されているように、神が私たちに与えてくださった偉大な

愛について、もう一度考えてみましょう。私たちは永遠の命を授かっています。私たちがいのちの

賜物を存分に味わうことができるように、常に正しい道をいつも歩んでまいりましょう。
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■信仰養成講座「知ってるつもり！？」 1 月 23 日(土)10:00～ 

 毎月第 2 土曜日に開催されている信仰養成講座を皆さんご存じだろうか。大雪の影響につ

き第 3週の開催になったこの日、今年度第 4回目を迎えた講座には 12人の信徒が集まった。 

 毎回、聖書の福音や主日の説教とは違ったアプローチで、信仰について、キリストとの交わ

りについてのお話が聞ける。今回は「聖ユスチノ」のお話。 

 聖ユスチノは長い間真理を探究し、生活をもって、哲学を使って信仰を説明した。当時はユ

ダヤ教の社会の中。祈りと言えば神ではなく、皇帝に祈っていた時代、ユスチノはローマに学

校を開設し、そこで学生を無償で新しい宗教へと導いた。また、現存するユスチノの著作は『弁

明』と『ユダヤ人トリュフォンとの対話』のみ。この著作の一部も講座内で読み、ラウール神

父様から解説があった。ユスチノはキリスト教を信仰としない人たちが「ミサって何をしてい

るの？」「洗礼って何？」といったキリスト教を信仰する人たちに持つ疑問をわかりやすく話

している。 

 皆さんの中には、聖書が大事だとわかっていても、信仰の何たるやが漠然としている人もい

るだろう。この講座では聖人たちの生き方を時代背景や社会情勢を交え彼らがどう信仰の道を

歩んでいったのかを聞くことができる。まもなく復活祭。聖書とは違ったものを学べる、信仰

を深めるヒントになる講座に参加してみては。 

 



 

 

２０２１年３月の予定 

※予定は随時変更になる可能性があります。ご了承ください。 

日 主日、祭日、祝日、祈願日

等 

教会の行事 

5日(金) 
性虐待被害者のための祈り

と償いの日 

・十字架の道行（10：00ミサ後） 

6日(土)  ・春の教区地区大会(9：30～12：00 青山教会) 

7日(日) 四旬節第 3主日 

・性虐待被害者のための祈りと償いの日のミサ 

 (9：30 成井司教様司式) 

・小教区評議会（9：30ミサ後）  

・英語ミサ（12：00） 

・センター＆外のトイレ清掃（英語ミサ後） 

12日(金)  ・十字架の道行（10：00ミサ後） 

13日(土)  ・信仰養成講座「知ってるつもり?！」(10：00 研究室) 

14日(日) 四旬節第 4主日  

17日(水) 日本の信徒発見の聖母(祝)  

19日

(金） 
聖ヨゼフ(祭) 

・ホセ・ルイス・ロレンゾ神父様霊名の祝日 

・十字架の道行（10：00ミサ後） 

20日(土)  ・岡神学生助祭叙階式(14：00～ 聖堂) 

21日(日) 四旬節第 5主日 

・聖堂、センター＆外のトイレ大掃除(各ミサ後) 

・広報部会(9：30ミサ後) 

・ベトナム信徒の集会(センター２F) 

25日

(木） 
神のお告げ(祭) 

 

26日(金)  ・十字架の道行（10：00ミサ後） 

28日

(日） 

受難の主日(枝の主日) 

(聖週間) 

世界青年の日 

・教会維持費の整理（9：30ミサ後 事務室） 

※「教会の行事」が変更される場合は、日曜日毎に発行の「お知らせ」などでお伝えします。 

※ ミサ時間：主日日曜日（7：00 9：30 11：00） 英語ミサ（第１日曜日 12：00） 

週日(7：00、金曜日のみ 10:00） 
 

◆202１年３月の典礼奉仕◆ 

 

9：30 のミサ、11:00 のミサ 2 部制で行います。 

各回、それぞれ朗読と共同祈願を選出します。急遽、朗読等をお願いすることがありますの

で、その際は快く引き受けくださるようよろしくお願いします。 
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